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近
年
、
都
市
近
郊
農
地
あ
る
い
は
そ
の
相
当
遠
方
の
農
地
の
野
菜
等
の
生
産
に
関
し
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
増

大
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。 

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
農
業
生
産
の
増
大
、
農
業
振
興
の
点
か
ら
政
府
は
抜
本
的
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
、
以
下
、
次
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

一 

東
京
都
の
場
合
、
三
多
摩
及
び
島
し
よ
の
鳥
獣
被
害
を
例
に
と
る
と
、
四
十
九
年
一
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま

で
の
一
年
間
に
面
積
で
三
〇
万
七
六
二
一
ア
ー
ル
、
被
害
総
額
は
一
億
八
千
万
円
に
の
ぼ
つ
て
い
る
。
（
自
主 

的
報
告
の
み
の
集
計
分
。
） 

 
実
際
は
泣
寝
入
り
分
も
相
当
考
え
ら
れ
、
被
害
総
額
は
全
国
的
に
集
計
す
れ
ば
多
額
に
の
ぼ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
、
政
府
に
お
聞
き
す
る
が
、
全
国
的
に
、
こ
の
種
の
被
害
は
、
面
積
・
被
害
総
額
で
ど
の
位
に 

野
菜
等
農
作
物
の
鳥
獣
被
害
の
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

東
京
都
、
三
多
摩
地
域
を
始
め
と
し
た
都
市
近
郊
農
業
は
、
コ
マ
ツ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
の
野
菜
生
産
が

中
心
で
あ
り
、
野
菜
生
産
だ
け
が
唯
一
の
収
入
源
と
い
う
農
家
も
多
く
な
つ
て
い
る
。 

な
つ
て
い
る
の
か
。
ま
た
鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
政
府
は
い
く
ら
の
予
算
措
置
を
と
つ
て
い
る
の 

 

か
。
各
項
目
ご
と
に
過
去
（
昭
和
四
十
八
年
～
五
十
年
）
の
実
績
と
、
五
十
一
年
度
予
算
額
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

と
こ
ろ
が
、
政
府
は
、
米
・
麦
・
果
樹
な
ど
を
対
象
に
、
農
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
き
、
共
済
制
度
を
適
用

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
野
菜
に
つ
い
て
は
共
済
制
度
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
各
農
家
の
負
担
に
よ
つ
て
鳥

獣
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。 

政
府
は
、
こ
れ
ら
野
菜
類
の
鳥
獣
被
害
に
対
し
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
、
お
伺

い
し
た
い
。 

ま
た
、
野
菜
類
を
対
象
に
共
済
制
度
の
拡
大
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
、
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
も
の
で 

四 

 



 

 

五 

あ
る
。 

三 

都
市
近
郊
農
業
の
場
合
、
地
方
自
治
体
が
そ
の
行
政
地
域
全
域
を
銃
猟
禁
止
区
域
化
、
あ
る
い
は
鳥
獣
保
護

区
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
鉄
砲
使
用
も
効
果
的
に
行
え
ず
、
ま
た
農
家
は
爆
音
器
も
、
都
市
化

す
る
中
で
は
、
な
か
な
か
使
用
で
き
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。 

有
効
な
駆
除
方
法
も
な
く
、
収
穫
皆
無
、
あ
る
い
は
「
市
場
価
値
ゼ
ロ
」
と
い
う
実
態
も
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
各
農
家
は
や
む
を
得
ず
、
防
鳥
網
を
購
入
し
て
、
自
衛
手
段
を
講
じ
て
い
る
が
、
こ
の
た
め
の

負
担
が
非
常
な
額
に
な
つ
て
い
る
。 

昨
今
、
自
然
保
護
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
折
で
も
あ
り
、
ま
た
「
鳥
獣
保
護
及
び
狩
猟
に
関
す
る
法

律
」
の
目
的
か
ら
も
、
各
農
家
の
防
鳥
網
購
入
に
つ
い
て
格
別
の
補
助
対
策
を
と
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の

考
え
が
あ
る
か
、
政
府
の
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

右
質
問
す
る
。 


